
阿久根市波留南方神社の神舞

【所 在 地】阿久根市波留（波留南方神社の神舞保存会）

【種 別】県指定無形民俗文化財

【指定年月日】昭和 年３月 日43 29

阿久根市波留の南方神社では，旧暦７月 日の例祭当日，８年目ごとに神舞が奉納さ28
れることになっている。これは，江戸時代に波留村の庄屋が８年目ごとに交替するのでそ

の時を期して，五穀豊穣を祈って開催されたもので，この時は地頭も臨席して観覧したも

のだという。

神舞に出演する者は，１週間前から家族といっさい交渉を断ち，宮篭りして稽古をする

という厳しいきまりが伝えられている。

演目は「神降し 「瓶舞 「弓舞 「剣舞 「田の神舞 「将軍舞 「鬼神舞」の７」， 」， 」， 」， 」， 」，

種目で，数は少ないが洗練された舞で整然と演じられる。この神舞は瓶，剣，弓などの様

々なとり物で祭場を清め，天岩戸を開いて天照大神の来臨を乞うといういわゆる天岩戸神

楽の系統のものであるが，その中でも服装や舞い方に独特なものがある。


